
厚生労働省 職業安定局

20１９年（H３１年）３月
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全員参加型社会の実現に向けて、ハローワークが引き続き労働市場のセーフティ
ネットとしての役割を果たすため、 「『懇切・公正・迅速』なサービス」と「システ
ム経費の最大限の削減※」を実現する。※政府目標：2013年度比3割減

１．ハローワーク業務・システムの見直しのポイント
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「システム構成」・「業務フロー」まで踏み込んだ「抜本的」な見直しを行う。

目 的

○ハローワークインターネット
サービスの充実

・求人者マイページ、求職者マイページ
を新設し、利用者がハローワークに来
所せずにオンラインで利用できるサー
ビスを充実

○ハローワークでの職業紹介
サービスに係る機能の充実

・求人・求職情報提供、検索機能の強
化等による求人・求職者のニーズに
応じたきめ細かな支援の実現

業務・システムの見直し

○各種事務処理の見直し

・「個人」及び「事業所」の単位でシ
ステム内の情報を紐付けた共通台帳
の創設や統計分析機能の充実、画面
遷移の改善等、使い勝手の向上と事
務処理の効率化

利用者の利便性の向上、
ハローワーク業務の効率化

・来所を要しないサービスの拡大
・記入負担、待ち時間の削減による利
用者・職員双方の負担軽減

・効率的な求職・求人活動の実現

真に支援が必要な方への
サービスの充実

・就職困難者等への職業相談・就職支援
の充実

・事業所訪問等を通じた実態把握、求人
充足支援等の強化

・利用者の状況を的確に把握した効果的
な支援の実現

雇用保険料財源の節約
・求人情報提供端末、プリンタ
の削減

・OCR機器の削減
・トナー、印刷用紙削減

効 果



更改後の職業紹介システムの運用開始
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２．ハローワーク業務・システムの見直しの主な内容・スケジュール

求職者サービス

2020(H32)年1月 2020(H32)年度以降（調整中）

マイページ開設による求職活動の支援
求人検索条件の保存、応募求人の履歴管理など求職活動を支援

自宅のPC・スマートフォンを利用した求職の申込み
ＨＷＩＳ（※）を利用し、来所前から求職申込みの事前登録手続きが可能

求人情報の提供機能の充実
安定所内と同じ求人情報を自宅のPC・スマートフォンからも閲覧可能
事業所のPR情報（画像情報や事業所からのメッセージ等）の充実

オンラインでの求職申込みの手続が
完了可能

窓口における職業相談サービスの充実
求職活動が上手くいかない求職者を窓口に誘導、課題解決支援サービス
（予約担当者制）の充実

求人者サービス

会社のPCを利用した求人の申込み
ＨＷＩＳ（求人者マイページ）から初めて求人を申し込む場合など一定
の場合を除き、来所せずとも求人の申込みが可能

マイページ開設による募集活動の支援、求職情報の提供機能の充実
過去の募集求人を利用した求人申込み、安定所への採否連絡などが可能
ＨＷＩＳ上で公開を希望する全国の求職者情報を検索可能

求人情報等の充実（求人者の自社アピール機会の強化等）
求人票の記載内容の充実（「仕事の内容」の拡充、「固定残業代」の追加）
事業所のPR情報（画像情報や事業所からのメッセージ等）の充実

HWISからのリクエスト
求職公開している求職者に、求人
者から直接リクエストが可能

求人充足サービスの充実
事業所訪問をこれまで以上に積極的に実施
魅力ある求人票の作成、応募につながる求人条件の設定に向けた助言

【2020.1からのサービスの周知予定】

①地域の関係機関・労使団体への周知
8月（目途）～
②求人者・求職者への周知
10月（目途）～

相談窓口にお
けるサービス
の充実と利便
性の向上

求人充足サー
ビスの充実と
利便性の向上

ＨＷＩＳでの職業紹介・応募サー
ビスの提供
求人・求職者が希望する場合に
ＨＷＩＳからの直接応募（オンラ
イン自主応募）が可能
ハローワークの選定求人への
ＨＷＩＳからの応募（オンライン
ハローワーク紹介）が可能

HWIS：ハローワークインターネットサービス

※ハローワークシステム全体の更改についても、２０２０．１より運用開始予定

現行システム 追加機能の運用開始

2019（H31）年度
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３．ハローワークの業務・システムの見直しの主な内容①

～相談窓口におけるサービスの充実と利用者の利便性（オンライン利用者サービス）の向上～求職者へのサービス

〔現 行〕 〔2020年1月～〕

来所の上、求職申込書（ＯＣＲ
帳票）に記入して求職申込み

ハローワーク（所内端末）に加え、自宅からＨＷＩＳを通じて
求職申込みも可能※ （引き続き、手書き申し込みも可能）
・希望者はＨＷＩＳ上で求人者に対して求職情報の公開が可能。
※オンライン上で求職申込手続を完了させる機能は2020（H32）年度以降のリー

スに向け調整中。

所内の求人情報提供端末、
ハローワークインターネット
サービス（ＨＷＩＳ（※））
による求人情報の提供

※ＨＷＩＳで提供される求人情報
は、情報量（項目・範囲）が一部
限定。
より詳細な求人情報を閲覧するた
めには来所が必要。

窓口における職業相談サービス

〔自己理解・労働市場理解の支援、
希望条件の設定の助言、 応募活動
（履歴書・職務経歴書の書き方）の
支援、求人検索の支援など〕

職業紹介サービス

〔求人・求職条件の適合性確認、希望
条件緩和の助言、求人の提案など〕

求人情報の提供機能の充実（所内端末とＨＷＩＳの一本化）
・ハローワークでも自宅でも閲覧できる求人情報の情報量（項目・範
囲）は同じ。スマートフォンにも対応。

・より細かい希望に応じた求人検索（ＵＩＪターン求人や駅近求人、在
宅勤務求人等）が可能。
・「仕事の内容」欄の拡充や「固定残業代」など求人条件欄の追加に
より、求人選択、応募検討に必要な情報が一層把握可能。
・事業所の画像情報、ＰＲ情報(事業所からのメッセージ(求める人物像
や社員からのメッセージ))、研修制度情報等の追加により、求人選
択、応募検討に必要な事業所情報が一層把握可能。

窓口における職業相談サービスの充実
・オンライン上での求職活動が上手くいかない求職者を窓口に誘導、
窓口利用者に対する課題解決支援サービス（予約担当者制等）の充実。

ＨＷＩＳでの職業紹介・応募サービスの提供
・窓口での職業紹介に加え、求人・求職者が希望する場合にオンライン自
主応募（ＨＷＩＳからの直接応募）や、オンラインハローワーク紹介
（ハローワーク選定求人への応募）が可能となる予定（ 2020（H32）年
度以降のリリースに向け調整中）。

ＨＷＩＳでの訓練情報の提供（公的職業訓練を一元的に検索）
ＨＷＩＳでのイベント情報の提供

ハローワーク
サービスへの
アクセスの向
上

（在職者をはじ
め利用者の利便
性の向上、利用
者への情報提供
の充実）

ハローワーク
窓口における
支援サービス
の充実

（自主的な求職
活動を行う者へ
のサポートや、
支援が必要な求
職者に対する一
層手厚い支援が
可能に）

求職者マイページ開設による求職活動の支援
・検索条件の保存、お気に入り求人の保存などが可能。
・応募した求人の履歴など自身の求職活動情報の管理が可能。
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求人者へのサービス

〔現 行〕 〔2020年1月～〕

求人申込書（ＯＣＲ帳票）に記
入し、窓口で求人申込み

・求人申込み内容の法令違反の確認
・求人内容の助言等

求人充足サービス

・労働市場情報の提供
・求人内容や求人条件緩和の助言
・求職者への働きかけ（庁舎掲示や
求人情報の送付）
・企業見学会やミニ面接会の開催等

求職情報の提供

・公開を希望する求職者の情報を所
内窓口等で提供（原則ハローワー
クの管轄単位）

・求人者が採用・紹介を希望する求
職者に対してハローワークからリ
クエスト

ハローワーク（所内端末）又は会社においてＨＷＩＳを活用
した求人の申込みが可能 （引き続き、手書き申し込みも可能）
・求人者マイページから初めて求人を申し込む場合など一定の場
合を除き、来所せずとも求人の申込みが可能。

求人情報等の充実（求人者の自社アピール機会の強化等）
・「仕事の内容」欄の拡充や「固定残業代」など求人条件欄の追加
による求人情報が充実。
・事業所情報欄の充実(画像情報、ＰＲ情報(事業所からのメッセー
ジ(求める人物像や社員からのメッセージ)、研修制度情報等))
により、求職者に対する自社アピールが一層可能。

求人充足サービスの充実
・事業所訪問をこれまで以上に積極的に実施。
・魅力ある求人票の作成、応募につながる求人条件の設定に向けた
助言など、求人充足サービスを強化。
・各サブシステム（雇用保険や雇用管理、助成金など）のクロス集
計等によりマッチングに資する詳細データの提供が可能。

求職情報の提供機能の充実
・求人者マイページを開設し、有効中の求人がある場合、ＨＷＩＳ
上で公開を希望する全国の求職者情報を検索可能。
・求職者へのマイページを利用したリクエストが可能となる予定
2020（H32）年度以降のリリースに向け調整中）。

ハローワーク
サービスへの
アクセスの向
上

（求人を申し込
む求人者の利便
性の向上、採否
連絡など採用事
務の効率化）

ハローワーク
窓口における
充足支援サー
ビスの充実

（求人・事業所
情報の充実や、
事業所訪問を通
じた人材確保支
援の強化が可能
に）

求人者マイページ開設による募集・採用活動の支援
・マイページから過去の募集求人を利用し簡便に求人申込みが可
能。
・ＨＷＩＳを通じて求職者への面接日等の連絡が可能。
・マイページからハローワークに採否の連絡が可能。

３．ハローワークの業務・システムの見直しの主な内容②

～求人充足サービスの充実と利用者の利便性（オンライン利用者サービス）の向上～


